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場 日.
所時立

市 3 候
役月補
所 21 予
三固定
階午者
大後打
会 1EA3 
議 時
室 30せ

分会

@
今
度
の
選
挙
で

変
っ
た
と
-
す
っ

一.
公
昨
円
の
ポ
ス
タ
ー

ω小
川
凡
以
前

わ

m
A

一
:払川…
J
jm泌
千
八
ム
似
の
党
行

巾
m
d

・
t
m
k

J
 

•• 

机
代
崎
川
崎
の
4
1
山に

品川
A
m
2川
花
小
川

仙
一
巾
市
助
山H

・H少
町
小
l
ム

H
刊
本
公
民
郎
防

@
投
票
の
時
間

午
前
7
川
町
か
・
り
午
後

6
時
正
で

例
し
.

U
仙
什
惜
別

l
M悦

md川

u.hI品川
7

t
q
ド
・
3
・L
'
£曳

e'tdu&LZ

、

s
r
;
f
a
H
J-

@
投
票
の
順
序

.t. 4 ~事前の開票風景

役
引
明
小
所
に
お
け
る
役
淡
の
脈
作
は
.

①
は
じ
め
に
.
山
地
調
会

A
U選
陛
下

{山
口

色
に
見
刷
り
の
ぬ
氷
川
紙
-

②
勺
ぎ
に
.ぃ
m
l
k
選
挙

-
h
H
色
に
ル
刷

り
の
投
然
川
紙
}
に
々
っ
て

い
$
J
か

ら
.
川町仲引
の
郎
に
は
卜
分
以
息
し
て
く

だ
さ
い

A
-
ι
s
R
J
t

E
h
f
J
a

、.‘
.

1

h
日
午
a

‘i
，t
s・
4
t
'
』

ー

は
7
41
r

t.
み
叫
比
川

4
K
H
f
う
れ
と
決
定
f
れ
H
H

M

唱
平
山
が
行
使
士
主
主
f

・
邑

F
引
l
H見

r
ご
V
4
0
LK
内

M
H
H
5

・
3

}l
un
a
E白
州
，
1

・仲
2
・H
，

H
ET
-

飢・
1
川
引
日
以
前

γ
守

れ

た

人

に

ぺ

7
・9
人
日
.
ば
刊
Ln愉
μ
H
E
l
d
，

aゃ比
W

・・1山丘
、、

E
I

t
i
 

(2) 

。
投
票
の
で
き
る
人

-
選
や
人
れ
冷
に
な
れ
附
さ
れ
℃
い
ゐ
人

・
4
Hけ
9
M
m
h
.
住
民
吹
に
似
品開

3

れ
て
い
ゐ
人
で
.
引
さ
れ
町
、
J
3
か
円
以

h
吋
市
に
仏
品
川
そ
訂
す
る
人

l
川

9
U
ま
で
に
弘
人
M
附
会
し
た
人
}
は
.

級
品
川
C
選
配
下
川
町
役
H
"
を
行
い
ま
d

。
市
内
問
の
住
所

1
月

m
u
t
-、
に
巾
内
川
ご
日
州
A
-

仲
間
枇
し
.
市
民
銅山

へ
Mm山
酬
を
ぺ
れ
十
八

日
ぺ
品
川

.
h
H
，
州
地
ご
仙
川崎
小ご

3
1
r

が
.
内
刊
弘
、-Hf
絞

3
eし
な
い
:
L
H
内

令
伐
2
れ
た
人

u.
惇
川
の
仏
内
地
ご

H
H
川市

τ
、
、
.た
ミ
い

@
不
在
者
投
票

-
.
小
白
抗
日
同
H
糸
川
口
.

-
Hけ
山
刊
行
か
・
リ

i
n
a
w
u
t
t
内
仁
川
町

日
仏
γ
H
H
W
H
ら
ア
昨
日
.
午
前
日
川川
山川

分
か
う
午
徒

5
叫
川
主
で
‘
山
役
v
内

Z
叫附

加
引

1
会
場
全
で
間
ぷ
し
て
お
り

L
f

.
ト
白
肌
引
役
吹
を

1
ょ
う
と

I
る
人
け
.

印
包
会
内
写
し
て
く
ど
さ
い

れ川ト
U
.

身
体
に
唱
ぬ
の

mHKH.か
め
る

人
の
た
め
に

%
削
に

t
ゐ
・
小
ぬ
い
れ
川
内

吹

制

山
地
ら
あ
り

E
1

:
れ
し
い
・
』
と
れ
.
ム
叩
制
泊
予
竹
内
会

H
H
A
ム
ヘ
・
白
川
い
ん
H
ね
位
，
r

た
さ
い

g
U
2
2
0
り
併

内
鰍

2
り

9
盤

。
明
る
い
き
れ
い
な
選
挙
で
明
日
の
市
政
を
築
き
ま
し
ょ
う
。
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ク」を
募集
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z 表紙 ・集

ム
叩
が
-ペ
ケ
地
内
で
叫
川
内
山
正
岡山叫
小
の
.

析
し
い
水
阪
航
は
.
本
年
中
に
定
成
し

附
節
制
マ
例
会
終
え
て
.
同
年
4
H
n
オ
ー

ブ
ン
の

f
定
で
す
。

山叫
ぬ
山中
の
水
紋
舶
附
は、

以
初
コ
ン
ク
リ
ー
ト
込
3

m処
で
.
、総
流
か
・り
吊
州
市

主
で」
「市
山
間
を
泊
じ
て

日
本
泌
を
科
学
す
る
』
を

子
!
?
と
し
て
.
大
海
洋

水

m.控
え
た
動
物
特
別
水

m.泌
の
市
川
u
る
川
上
悠
コ

ー
ナ
ー

η.
魚
油
げ
の
特
色

を
生
か
し
た
文
化
教
背
総

出品
.
川
岬
の
似
た
資
制
聞
の
出拠

点
と
し
て
本
米
を
み
向
し

た
地
必
を
一
向
山
叫
さ
れ
よ
う

と
し
て
い
ま
す
.

市
で
は
こ
の
締
し
い
水

族
館
の
シ
ン
ボ
ル
マ

1
ク

を
広
く
一

山
町
市
民
の
打
か

ら
鯵
仙
惜
し
ま
す
・
品
目
さ
ん

の
ユ
ニ
ー
ク
わゆ
ア
イ
デ
ィ

ア
を
矧
仲
川
し
て
い
ま
す
.

保子奇包

つくし11F.
民1記号制

体ル
mJ吹山
引
は
.
次
の
と
お
り
で
す

一
.
間

後

m

・

6

除
制
と
し
て

8
5
二
引
×

w
-の
川

叫
，

w
-
-
-

M
机

c
・
般
に
悦
し
み
や
J
い
川
本

災
耐

μ住
所
.
氏
名
.
年
齢
剛
.
峨

ー
を
川
い
比
し
て
〈
た
さ
い

応
仇
W
U
一
人

・
山
…
と
し
.
帥
H
H
州
ば

わり
泡
し
し
ま
せ
ん
.

-z
a仙
取
問
日
世
守

。
紙
切
H

百
年
3
H川
お
日

(当
日
前
し
印
作
効
)

は
川
川
作
品
の
也
九
炎
は
5
け
サ
党
'η

L

山
中
仏
総

-

p
a
・

命Z」1
偽
凶

r

-

f

‘
，ηJ町制
J
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m
H
H
H
川

・
凸
…
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-
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C
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;
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;
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応
徐
行
A
R
H
H
の
打
に
税
水
紋
蛇
聞
の

入
地
再
?
を
進
U
F

問
.
込
り
え

市
役
刈
内
水
抗
肌
蛇
山
柑
札
芯
事
務
局
へ

『小
れ
筏
昨
日
参
1
A

じ
郎
町
広
)

d
削仰に

つ
い
て
は
制
令
務
局
へ
お
問

い
介
わ

U
く
だ
さ
い

mg
出

2
2
0
0
内
線
2
6
7
-

財
政
ピ

U
チ
ーの
氷
道
事
業

冷
め
た
く
て
う
ま
い
と

R
判
の
魚
川

市
の
水
道
b
.
附
釦
刊
臼
悠
・
に
料
金
が
改

定
さ
れ
た
む
の
の
.
そ
の
後
動
力
仰
H
.

維
持
修

Mm.
m
u
m旬
、
倫
入
金
の
利
「
、

減
価
俄
却
柏
町
、
人
件
慢
の
期
加
等
で
給

水
原
価
の
上
田
町
が
恭
し
く
、
こ
の
ま
ま

の
料
金
で
は
、
例
年
度
末
に
は
‘

探
偵

ぷウ
r
が
五
千
万
円
以
上
に
む
な
る
こ
と

が
予
怨
さ
れ
.
田
氏
に
日
午
に
は
従
力
相
円

専
の
L
A
巾
仇
L
L
げ
が

Fι
注
さ
れ
て
い
る

段
状
で
は
、
料
金
す
え
滋
さ
の
岨晴
A
H
.

W
歌山
m火
山
金
が
約

時
億
二
千
万
円
以
上

に
む
の
ぼ
る
大
き
は
み
下
を
か
、
え
る

ニ
と
に
は
り
.
水
滋
質
業
は
財
政
ピ
ン

チ
か
ら
家
象
運
営
に
前
大
与
支
践
を
き

た
す
こ
と
に
信
る
の
で
、
給
水
原
価
を

下
ま
わ
っ
て
い
る
水

泊
料
金
の
改
定
を
検

川
し
な
け
れ
ば
な
ら

な
い
波
状
で
あ
り
ま

す

水
浴
別
枠
農
の
経
営

は
、
地
万
公
党
企
業

法
に
よ
っ
て
.
独
立

保
柑
持
制
を
と
っ
て
お

り
.
い
く
ら
亦
ヤ
・
に

な
っ
て
も
.
市
の
M
悦

金
々
と
で
火
う
の
す

る
こ
と
は
で
さ
ま
ぽ

ん
.水

道
の
M
作
品
川
や
改

良
工
引
に
は
.
ぱ
く

し
へ
な
お
品
川
が
い
り
ょ
す
.
こ
れ
ら
は、

は
と
ん
ど
起
債

(向
か
ら
の
併
入
金
)

で
ま
か
は
っ
て
い
ま
す
・
勿
仇
崎
広
-
常
に

利
息
を
つ
け
て
返
・a川
し
々
け
れ
ば
々
り

ま
せ
ん
。

ゐ車
道
事
品
集
は
.
民
間
企
業
と
ら
が
っ

て
市
が
紛
枠
内
す
る
企
業
で
す
か
ら
‘
公

共
性
む
つ

t
く、

市
民
生
泊
を
電
か
に

す
る
た
め
に
.
水
訓
聞
の
館
山
凶
.
地
時
悼
の

鉱
光
む
し
な
げ
れ
ば
勾
り
ま
せ
ん
.
ニ

の
よ
う
に
拡
仰
や
改
良
や
補
修
維
持
の

た
め
の
絞
慢
は
.
今
の
企
市
道
料
金
で
は

刻
ほ
ま
か
れ
怯
え
必
い
貌
松
か
ら
改
定
を

検
討
中
で
す
.

利
問
川
串
H
の
深
い
ご
尾
悦
と
ご
協
力
を

お
願
い
し
ま
す
・

(

水
道
局
}

.買K温司.*慢のお金の流れ
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[j] 
申
告
は
も
う
お
す
み
に

な
り
ま
し
た
か
げ

II{lfU~~年 3 f1 1 口 ~h

。
申
告
期
限
は

3
月
日
日
出
で
す

広報うのづ

中
止円
別
紙
は
、
2
月
中
旬
に
角
以
・k

さ
ん
を
泊
し

τ配
付
し
ま
し
た
が
.
川

汁
の
「
巾
k
m
代打
の
b
n
h
き
か
た
を
ふ
く

お
ふ
み
に
h
w

つ
亡
、
必
.品
世
七
刷
会
記
入

さ
れ
市
Mm務
課
ま
で
お
什
十
や
め
に
川鉱山

し
て
く
だ
さ
い
。

申
告
別
紙
が
届
い
て
い
々
か
っ
た
り
、

紛
失
さ
れ
た
万
は
鋭
務
課
へ
巾
山
て
く

だ
さ
い
a

た
だ
し
会
礼
仙
寺
へ
お
動
の
H

X
は
、
家
族
の
扶
養
私
自
に
わ
悼
っ
て
い
る

い
M
に
は
中
止
宅
H
は
胤
い
て
い
ま
せ
ん
@

(
こ
の
税
2
月
-一分
広
報
と
市川知附
し
て
い

ま
す
J

あ電話たとIfi政をむすδ;

。
申
告
の
必
要
な
方

①
弱
年
l
月
l
日
開
悦
花
仏剛
山
印
市
内
に
住

所
の
あ
る
方
(
住
民
登
録
告
さ
れ
て
い

る
方
)

③

お
業
所
得
慾
寸

(満
開
業
、
工
業
.
終
業
、

医
薬
業
、
不
動
産
.
白
川
一
縦
、
配
当
、
利

子

ぎ

の

あ
っ
た
有

@
給
与
所
得
の
ほ
か
に
他
の
所
得
(
農

事
所
得
.
漁
業
所
得
.
配
当
、
不
動
権
-

am姥
日
緩
仲
H
4
&
さ
の
あ
っ
た
花

@
給
与
所
得
の
み
の
方
で
、
日
年
の
中

刀法で
退
ね
等
の
た
め
.
所
得
税
の
年
末

咽
制
限
が
々
さ
れ
な
か
っ
と
打
-

6
給
与
所
得
の
み
の
ト
り
で
、
総
Mm
m除
.

医
僚
資
仲
町
除
を
受
け
よ
う
と
す
る
トリ

心
給
与
ι
州
仰
の
ム
の
打
で
.
給
与
十
A
弘

明
日H
A
に
記
叫
慨
さ
れ
た
伏
先
制
肢
に
つ

い
亡
の
仏
長
作
除
レ
一
民
な
る
伏
先
作
除

存
沼
-Li
け
よ
う
と
ザ
る
ね

mw防
総
刊
先
か
-U
仇

mrA払制限
h
N
什げ
の
川鉱

山
山
が
わ
ゆ
か

っ
た
万

。
申
告
を
し
な
く
て
も
よ
い
方

φ
副院務官
h

へ
所
付
加
悦
の
停
一
必
巾

J

川刊伐

He

M

鍵
山
山
す
る
H
.
え
は
従
山山
さ
れ
た
打

@
生
前
保
必
法
の
制
対
必
に
よ
る
ル士
山
似

必
を
受
け
て
い
る
打
。

。
申
告
を
し
な
い
と

山
県
民
仇
の
中
台
湾
の
仰
向
山
が
々
か

っ
た
と
き
や
州刷版
が
過
ぎ
て
続
出
さ
れ

た
と
き
.
あ
る
い
は
必
妥
h
L
V

阜
市
のい
山

仲叫
が
トヤ
か
っ
た
と
3
は
.
い
ろ
い
ろ
々

wm除
を
し
仰
い
で
付
り
さ

れ
よ
す
@
た
と
へ
ば
叫礼会

保
険
料
や
止
命
保
険
料
、

滋
州
.
似
事
ず
の
件
同
日
除

J
H

角・
r・3
L
H1
.

b
F
川干
、，

‘.
H

P
，
、
き

品
。a
i
ピ

J
z

h制
引
下

U
t
内
f

L

ノ，

分
な
Mm品
川
を
納
め
わ
弛
け
れ
ば
タ
う
れ
リ
い

ニ
と
に
な
リ
ま
ず
か
ら
特
に
よ
旅
立
く

に'・J
ぃ
。
納
仰
の
い
く
M
m
4
4p
が
納
め
・
り

れ
ゐ
ム
う，
止
し
い
巾
山
刊を
し
よ
し
k
-つω

お

願

い

。
不
要
に
な
っ
た
申
告
書
は

州
・
行
為
』し
れ悼
く
亡
。U
主
い
り
で
'U
引

午
l
月
か
う
は
川
ま
で
の
所
件
以

M
A

刈
仰
の
わ川
か
っ
た
トH
.

小
企
知
ず
は
生
柄

拘
H
の
人
F
止
等
-
d

を
同
封
の
小
止U
れu
川

紙
を
利
川
し
て
ご
ヰ打何
く
だ
さ
い

f
」

の
ご
峰
村
が
同
民
年
金
・
光
山
肌
子
均
等

の
M
M削
慌
が
此
怖
の
食
料
.
お
よ
び
同

民
健
機
保
険
制
院
の
続
減
の
資
料
に
む
伝

り
主
す
の
で
忘
れ
ず
に
続
出
し
て
く
だ

セ
』い。ま

た
.
帥
叩
hut小
凡
打
点
』悦
此川強引

ヘ
拠
出

・?
L
:
・1
:・
j
t〉
1
t
F
i
t
t

J
J
R
i
，Ft
lM
Z
r
σ
けリ

tt'nuカ

Ir
.裂
に
タ
ソ
た
ト
り
は
、
帆
比
政
の
m
A
H上

別
紙

eM悦
務
叩
州
主
で
.
お
泡
し
;
ど
さ

い
ま
す
よ
う
ご
協
力
を
お
制
い
し
4
0

可
。

。
税
の
申
告
相
談
所
を

開
い
て
い
ま
す

市
で
は
.
3
Hけは
MHけ
ま
で

-K
W
H

は
正
午
ま
で
H
W噌
刊
は
除
く
)
市
役
所

M悦
此
問
点
内
に

「悦
中
止
HM制
淡
一
附
を
設

け
巾
合
川
の
U
山
総
打
法
等
に

つ
い
亡
-

M

悦
位制収
H

れ
が
制
点
酬
に
応
じ
て
い
よ
す
か

ら
お
気
持
に
ご
利
川
く
と
さ
い
。
ぷ
た

u
w.を
定
め
て
作
成
山川
文
刈
で
.
巾
ル.u

初
出
帆
を
M

川
わ
H
U

℃
行
っ
て
い
注
す
。
今

年
か
ら
は
川
州
地
収
む
、
位
協
加
的
支

所
で
山
't
円
相
必
金
受
付
け
る
・
-と
に
俗

け
ま
し
た
。
い
づ
れ
ら
お
れ
川
悦
・
い
ご
刈

川
く
だ
3
い
仰

マ
地
区
別
相
畿
日
程
表

局
側
山
崎
間

1
刷
九
時

l

w
l
h
，M

川
内
叫

1i1h 61j3j1j3j川3t3FB伺1 961131j3 1 111 
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11 1 lI剣1 1411411 tl ~1 ¥i' (刈 ¥IJlI~ (~(Jj() (必 UP

令aj"yii 4質

It!! !世ド 械I也 jH邑I 
15 
t也

I! 1 <. [，( [.( 1，( I.{ 1正.

t， 掛吐 1，晶叫 iii 11 .tL) 

m4働t ぬ内F 11S1461E11 M 所1文l' ，祈

内 州占ビ

忘
れ
て
い
ま
せ
ん
?

。未
納
の
市
税
。

剖
年
度
の
よ
削
悦
納
側
聞
は
、

2
川
来
日

で
終
わ
り
ま
し
L
gh
。

市
川
町
民
縦
、
制
定
資
品
川
悦
.
同
氏
仙
陪

政
保
険
悦
・
叫
円
山
H
動
山
下
似
の
れ
般
の
納

付
忘
れ
が
な
い
か
係
か
め
て
く
だ
さ
い
。

ぷ
納
の
悦
金
に
つ
い
て
は
.
抵
滞
品
視

が
加
脚
"
さ
れ
ま
す
。
A
fす
ぐ
納
め
て
く

だ
古
』
い
。

に
せ
税
理
士
に
ご
注
意
グ

崎
件
後
や
附
与
制
悦
の
中
止
日
時
期
に
タ

り
ま
す
と
.制悦
ι慌
の
ゆ
ι
山H
4
P
H
刊
さ
甲子
を

制限
m
h
L
L
に
依
似
す
る
お
が
多
く
れ
仙
り
ま

す
が
、
そ
の
際
に
は
正川崎
の
般
用
上
で

あ
る
か
ど
う
か
会
よ
く
政
め
て
く
だ
さ

)
 

い
。
納
悦
拘
の
依
州
に
よ
る
縦
此
別
代
段
、
川内

悦
陥
WHHM
の
作
成
、
税
務
相
凶
州
会
業
と

ず
ゐ
ニ
と
は

.

M

悦即.トし
で
わ悼い
人
は
で

さ
れ
仙
い
こ
と
に
伝

っ
て
い
ま
J
o
と
・』

ろ
が
‘
織
内
ぬ
巾
ι
ι
刊
の
叫
吋
川
に
は
.
制
悦
此
W

8
.m
の
作
成
な
ど
を
依刷
刊
す
る
人
が
多

い
こ
と
に
凶
収
束
し
て
.
制
悦
剛
叫
l
d棋はwを

行
う
占叫
凶仰
の
た
い
人
が
、

巾
止H
H
川
の
作

成
ケ
ど
の
仕
事
を
す
る
・』
と
が
あ
り
ま

す
。
こ
の
k
う
な

「
に
佐
川
悦
剛
刊
卜
f

u、

法
刊
に
泌
反
す
る
ば
か
り
で
必
〈
、
納

制悦払
刊
に
冷
必
を
か
け
る
・

』と
が
多
い
の

ご

-
M悦
げ
.
同
制
間
同
.

M

悦
佑切符
で
は、

に
せ
制
限
剛刊
上
に
付
し
て
は
特
に
厳
し
い

態
度
で
臨
み
、
に
せ
俊
郎

u

上
の
排
除
に

努
め
て
い
ま

v.ご
川
氏
丘
く
だ
さ
い
‘

F

仙
一
山
悦
務
官刊
}

ご
覧
に
な
れ
ま
す

あ
な
た
の
諜
税
台
帳

固
定
資
産
税

日
午
昨
ほ
の
同
定
資
車
問
削
院
の
咽時制悦
の
品

開叫
と
わ
悟
る
深
川
院
の
艇
を
、

つ
ぎ
の
と
お

り
縦
院
し
志
す
。
あ
タ
た
の
間
定
資
時
.

「ト
し
地
、
家
u
m
.
m
M却
資
品
開
』
が
ど
の

ふ
う
に
必
胤
附
さ
れ
て
い
る
か
ご
長
く
だ

主
』い
。

1
・
縦
覧
の
場
所

市
役
所
制
悦
肱
切凍

2
・
縦
覧
の
U
叫吋

3
け

l
nか
ら
3
川
幻
円
ま
で
H
W

H
H悦
び
然
U
は
除
さ
よ
す
。
午
前
8
叫吋

澗
分
か
・り
午
後
5
叫吋ま
で
・

た
だ
し
上
山
明
日
は
、
午
前

a叫吋
却
分

か
ら
正
午
ま
で。



第三!tjf)使紛~nrII{cI制155年:3fj 1 IJ予Hr広絡うおっあなたとrli殺をむ官r，5; 

省
エ
ネ
ル
、キ
!
情
報

よ
う
や
く
厳
し
い
h
h

、将
市
の
製
来
む

維
の
き
、
森
の
日
ざ
し
が
ふ
り
そ
そ
ぐ

似
と
な
り
ま
し
た
。
A

，hh、は
省
エ

ネ
ル

ギ
ー
で
か
な
り
時
dw
tzひ
か
え
ら
れ
た

ご
家
~
臨
む
多
か

っ
た
の
で
は
な
い
か
と

思

い
ま
す
が
‘
峠
を
位
し
た
と
い
う
感

じ
で
ホ
ッ
と
し
て
お
い
で
か
と
川ゃい
ま

す
。
そ
こ
で
設
の
中
で
思
う
に
ま
か
せ

な
か
っ
た
ウ
ツ
ブ
ン
を
晴
ら
そ
う
と
ド

ラ
f
ブ
に
お
出
か
け
の
方
む
多
い
で
し

ょ
う
。
そ
こ
で
今
月
は
ド
ラ

f
ブ
に
つ

い
て
少
々
お
訂
に
入
れ
ま
し
ょ
う

川
停
車
中
は
必
ず
エ
ン
ジ
ン

を
と
め
ま
し
ょ
う

体

-m山中
に
、

一
分
間
エ

ン
ジ
ン
を
か

け
た
ま
ま
に
し
て
お
く
と
.
約
川
1
日

伐
の
ガ
ソ
リ
・
/
を
泊
代
し
ま
す
。
金
凶

の
ガ
ソ
リ
ン
ト
恥
が
約
2
千
万
台
と
し
亡
、

一
分
間
ア
イ
ド
リ
ン
グ
を
減
・
っ
せ
ば
、

山
中
刑
事
で
地
僚
を

mm分
の
ガ
ソ
リ
ン

春の火災予防運動
3月20日-----3月26日

、これくらい と忠う

~llll析を火がねらう い

@ 

が
節
約
で
き
る
北
野
に
タ
リ
ま
す
れ

間
チ
ョ
ー
ク
し
た
ま
ま
の
空

運
転
は
ム
ダ

チ
ョ
ー
ク
は
、
鈴
則
し
や
す
く
す
る

た
め
の
銭
前一
し
ず
。
チ
ョ

ー
ク
し
た
ま

ま
ア
イ
ド
リ
ン
グ
を
し
て
い
る
と
.
ふ

つ
う
の
-
一

・
ベ
は
む
の
ガ
ソ
リ
ン
を
ム

ダ
じ
例
代
す
る
よ
と
に
タ
り
ま
す

t

必

吹
な
と
主
以
外
の
チ
ョ

ー
ク
は
絶
刈
に

や
め
よ
し
t
う
。

山
静
か
な
発
進
、

な
加
速

お
だ
や
か

す
ぐ
れ
た
ド
ラ
イ
バ
ー
は
、
川
じ
ほ

の
ガ
ソ
リ
ン
で
本
然
行
の
的
の
ル
船
慨
を

い
応
る
と
い
い
ま
す

ω

均
し
ぶ
か
し
、
急
発

准
.
急
加
述
、
急
ブ
レ
ー
キ
の
総
り
返

し
は
‘
代
慣
れ
U

ガ
ソ
リ
ン
を
で
小
に
ま

き
散
ら
し
て
い
る
よ
う
な
ら
の
で
す

川間
空
ぶ
か
し
印
聞
で

m
∞の

ソ
ン

η
ソ
リ
ン
は
わ
応
る
た
め
の
大
下
位
燃

料
℃
す
眠

小
川H
山下
が

一
一日
印
刷
宅
ぶ
か

し
を
す
れ
ば
、
捌

んい

l
m
m
の
ガ
ソ
リ

ン
を
ム
ダ
に
し
ま
す
@
こ
れ
は
が
を
約

4
M
b
h
kウ
ゼ
る
こ
と
が
で
き
る
以
で
、

そ
れ
と
け
悔
し
%
を
叫
し
ぷ
す
。

今
ま
で
沼
気
、
ガ
ス
、
ガ
ソ
リ
ン
タ

ど
の
節
約
に
つ
い
て
乃

い
て
き
ま
し
た

が
、
そ
れ
以
外
に
い
ろ
ん
伝
怠
味
で
エ

ネ
ル
ギ
ー
の
前
川
と
い
う
耐
か
ら
一
:

三
y
fえ
て
み
ま
し
ょ
う
。

太
陽
熱
を
利
用
し
よ
う

ー
川
の
怠
ガ
ラ
ス
か
ら
入
っ
て
く
る

た
附
然
は‘

l
附
の
従
公
ス
ト
ー
ブ
に

肌
倣
す
る
と
い
わ
れ
て
い
ま
す
。
忽
ガ

ラ
ス
を
み
が
い
て
大
い
に
利
川
し
ょ
し

ょ、つ
。

市山
は
巡
に
慾
ガ
ラ
ス
を
泊
し
て
熱
は

逃
げ
て
ゆ
く
の
で
、
日
十
め
に
.ド
を
閉
め

る
か
、
カ
ー
テ
ン
で
防
ざ
ま
し
k
う
。

捨
て
る
も
の
を
も
う
一
度

見
直
そ
う

ー
み
ん
な
で
交
換
金
|

的
て
ら
れ
た
ゴ
ミ
の
々
か
に
は
ま
だ

使
え
る
も
の
が
た
く
さ
ん
あ
り
去
す
。

仙代
え
る
む
の
は
.
不
問
品
交
検
会
に
出
し

て
、
お
万
円
い
に
必
喫
は
も
の
と
千
必
要

。
む
の
と
を
交
撒
し
ま
し
ょ
う
。

-小川
H

州
ぃ
父
地
問
会
が
身
近
か
に
h

弛
け
れ

ば、

P
T
A、
制
人
会、

町
内
会
な
ど

で
H
川
酬
し
て
聞
き
ま
し
ょ
う
。

プ
ミ
の
な
か
で
も
.
紙
や
ボ
口
、
金

柄、

ビ
ン
な
ど
の
ほ
と
ん
ど
が
一
向
位
、

一内
利
用
で
き
る
む
の
で
す
“
で
き
る
だ

け
M
収
ル
ー
ト
に
の
位
て
、

併
ぴ山
町
狐

か 11)l1干1ラのと
。業 (1りに でし

者 でやすて
にする 。i，rj
m .よ (Ii(JTI 
3炎グり 似 で
し ・ ル~!止さ
て l問問る
ぷ ブで 人 よ
み で唖 11川 う
て 祈る人に
み介は でし
歩つう 1¥た
せてがラい
ん (111~J パむ

暖かい電車の鈴れとともに、空気がカラ

カラに't1.1して.も強〈 、いわば火災シ

ーズンの r本書J ともいえる ・~検な季

節.です。

J二:nIJ寺ωlにわたリ市1":一人ひと 'Hη防火

.Q..i:I:の?，'Ijl品を1司リ.火災による悲惨な焼

~t "吋，'(やi't市4・Jl.t.慌の111:たを防 11するた

めに;大によ')(長 の火災 f' ~liii量動を実絡

します

.点目線と実絡司匝項

11) 幼児. ~人， 4'1事不(1111朽・等を，'，心

とし た焼~EPi 11 t'l ~'iの微!i~

ア， 1 人体 らし を人 J~ (.，ç身体PX ;ヰr.~予の

家経のは I~!

イ， i IIU;.:t処し外:1I1!.沿所へ必絡す

ること

ウ、非常べ I~やf1Il 同引火災湾総総の l干&.

Hl!iJ!. 
~ 6買::Jiな越骨骨i泊路の締(民

オ‘家b)i ぐるみの主主 fょ:;1'ニ ~Jj 11: 
(2) パー ・キマパレー ・旅館予の防火¥"l'

J'Jl体制の係 i!.

ア.消防111，:'!"{'i!等のJ2;貨の促進役び統的

*~里の微h~

イ、防火i'ì'.f'~.r.-の ìl!fr' ': iriUJi，1h耐i作成指

;J専.

ウ， ~Ij 火対象拘ダヲ 込~)!.形態に応 じた消

火、ilfi明1，耳控fII.訓練の:Ji!l!!

エ. ~長 'r~・ ビ 11，. [.1干に必 lする d連句燃の liif誕の

jおiJ略

(3) JtI!l直ぐるみの f'I主防火体制).づく リグ】

jj(，jι 
ア、1s-闇l内会等地岐における火災予防の

織jJ!:

イ"家経1付における消火総.ハケ :t ~専の

;lii宥.

ウ.火災{世JlI総!{のl与点検. '~f樹の崎市行.

エ、 91:;り}総nのHi'Ilニ.燃えやすい物品

をおかないよと .

〈わしいことは消防本部予防係へご鮒

減(I!さい.

(5) 
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学
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…
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・
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l
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本
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一
チ
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・

一
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u
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{
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湯
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市
内
に
お
け
る

M
年
中
の

交
通
事
故
発
生
状
況

l
l

忘
れ
て
は
な
ら
な
い

日
ご
ろ
の
自
転
車
態
備

司舟内定忠商b

気
を

つ
け
よ
う
。
交
通
事
故

榊

は
、
大
下
が
不
注
怠
か
ら
/
-
M

行、
J

と
ど
い
〈
い
々
い

-u
h恥
に
は
.

や
倫
幼
行
沖
合
。父川川
し，

E
-E
し
た
か
.

本
作
中
川
・

-
の
活
動
会
強
化
し
ま
す

マ
乗
る
前
に
先
ず
自
転
車
の

整
備

昭如55年 3I11 LI ~IJ 

日恥
唱円一.
特
にゆ
円
エ
ネ
ル
ギ
ー
の
節
約

を
、
礼
的
さ
れ
ふ
、
っ
と
し
亡
い
よ
す
か

F
u
n心
余
り
物
と
し
て

n
b
市中
の

mm

お
が
.
多
，、
わ切り

t
し
た
e

し
か
し
.
そ
の
ば
向
.
山
H
A
私
小
品
取
小

中
の
“毒
わ
地
支
泌
が
仙
叫
が
.
ま
す
主
す

m加
し
て
い
ま
す
.

-H
似
山
市
川
.

ひ
と
た
び
カ
政
に
岨
う

と
は
と
ん
ど
の
州
制
作
.
人
さ
れ
リ凶
R
V
H
e

A
T
け
る
紛
い
な
ゆ

に
あ
る

・
Z-告
と
必

れ
て
は
い
け
ま
は
ん

b
h円
ろ
ん
が
欣
に
遭
ね
合
い
た
め
に

は
、
交
泊

ル

|
ル
を
守
り
.
安
全

巡
百
十
飢
に
心
が
け
る
こ
と
が
大
切
で

可
が
.
そ
の
“
川
に
忘
れ
て
は
タ
ら

心
い
の
が
、

日
ご
ろ
の
点
検
停
備

で
1
n
ヴ

L
1
与
の

u
ぃ・
H
A私
市

山γ
・
ラ
イ
ト
の
つ
か
れ
川
い
れ
弘
訓
中

心
ど
合
的
別
し
ん
ぜ
い
で
仏間
・サの

U
、

た
い
へ
ん
危
険
て
す

官民
泊
市
P
散
は
‘
人
と
引
と
道
路
の
制

削
間
関
係
に
よ

っ
て
.
起
き
て
い
去
す
.

そ
の
原
凶
は
.
運
転
恥
れ
は
む
ち
ろ
ん
.

捗
行
#
旬
、
自
転
車
利
用
私自
の
ち
ょ
っ
と

し
た
不
注
怠
が
.
大
半
事
T
H
め
て
い
主

す

市

民

一
人
ぴ
と
り
が

「

nか・
リ
の

安
令
は
円
分
て
守
る
」
と
い
う
れ
花
と

止
し
い
い
父
泌
ル
|
ル
合
加
、
践
す
る
・

Z
-

.か

.
大
切
で
似
い
て
し
主
う
か

出
年
交
通
安
全
年
間
ス
ロ
ー
ガ
ン

O
ス
ピ
ー
ド
を
必
と
そ
う

〈

vuh拡
市
平
む
交
た
un
…
て
仏
ま

っ

三
女
令

ル
『般
か
山
N
Lう

。
予
告
あ
げ
て
附mM間
ル
遣
を
ぬ
う
q
，

安
全
還
転
の
原
則

て
ス
ピ
ー
ド
を
併
し
.
定
の
う
れ
た
速

度
合
守
る
こ
と

-
『
ニ

ど

も

と

お

と

し

よ

り

告

は
た・リ
ιゆ
い

U
と
忠
っ
て
d
ま
り
主

t』
ト

&f
n
，

.• 
n
h中
u
u
b
λ
n
b℃
か
ん
ら
ず
d
t

り
ま
し
ょ
う

ー
飲
品
川
巡
転
は
ゼ
っ
た
い
に
や
め
ま
し

E
F
-
-

マ
整
備
し
た
ら
、
警
察
の
確

認
を
受
け
て
く
だ
さ
い

近
泌
す
る
山
市
社
会
で
は
.
J
HH

分
の小
佐

令
は
山
川
分
で
守
る
・
必
ぜ
紳
ほ
か
.
ま
司
，

ま

J
m
t
つ
℃
い

王

寸

や

倫

泊

K
H
N

で
H
a私
市
川
-
の
交
付
与
』受
け
た
打

u

-M弘
中
山
々
ど
戸
、
.
.
 

十
H
N
倒
併
を
守
備

の
う
え
、
判
然
官n
.
派
出
川
川
.
引
の
婦

で
符
泌
を
吃
け
て
く
だ

3
い

山H
分・
日

身
の
た
め
で
す

広組うおづあなたと市政をむ~ i耳

二1

卒
業
・
就
職
期
の
少
年
非
行
防
止

例
年
、
ハ
ヤ
業

・
就
開
制
馴
に
似
る
と

ハ--
バ
れ
彼
川
・
教
側
に
M
刊
さ
Q
M事
h
M
MP
仙川

O
シ
ン
ナ
ー
3
・
応
命
う
シ
ン
ナ
ー
乱
川

O
京
山
.
内
役
3
・の
冷
却
思
的
心
行
動

O
K
什
滋
徳
的
信
胤
附
M
問
先
必
関
係
予
約

。
桜
川
向
切
盗

{万
引
・
オ
ー
ト
バ
イ

占師
-
が
般

市
ザ
が
多
く
れ悼
り
主
苛

こ
の
よ
う
々
非
行
は
.
・
ヌ
自
畦
.
苧

州
問
、
社
会
的
々
雲
山
が
線
維
に
絡
み

あ
っ
て
お
こ
る
も
の
て
.
『受
の・

HC

eか
け
て
正
し
い
レ
リ
向

へ
舟
い
て
い

く
・
』
と
が
非
行
防
d
に
し
人
き
似
品
叫附私

が
あ
り
ま
す
-

f
供
の
悩
み
や
.
子
供
に
付
す
る

"
の
仙
川
み
.
不
安
、
に
つ
い
て
.
N
A

創刊
に
初
出
酬
に
応
ず
る
『
ヤ
ン
グ
テ
レ

ホ
ン
コ
ー
ナ
ー
』
を
制
問
し
ま
し
ょ

・ワ
.「

ヤ
ン
グ
テ
レ
ホ
ン
コ
ー
ナ
ー
」
は

マ
山
山
努
山
市
持

8
0
7
6
4
m
W5
0
5
7
 

よ
い

ιー
の
コ
ー
ナ
ー

マ
内
附
務
的
特

8
0
7
6
6⑪
4
1
5
7
 

よ
い

コ
ー
ナ
ー

-

-

圃

事故原因別
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‘ 川園田・・・・・
け・・圃・・・・・・3・

-眠、..
旬、.. 

マ
不
良
の
自
転
車
に
は
、

整
備
通
告
書
(
自
転

車
用
)
が
交
付
さ
れ

ま
す
。

• 凶

叫

旭

司u内1レh""，叫ん

1. Jl I "・.

酢

H
・M
.
お
よ
び
交
泊
指
『山柵
}却

U
会
で
は
、
川
町
γ
川U
H
り
か
ら
.
内H

A

私
市
申
告
制
刊
川
コ
れ
る
広
H
3ん
の
宏

九

he中
る
た
め
に
.
山
検
H
u
m
m
の

.. 

• 
前

，、

り

It 
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イ

タ

リ

戸

・

ス

イ

ス

・
西

ド

イ

ツ

・

イ

ン

ド

|

」

「
海
外
セ
ミ
ナ
ー
を
終
え
て

盛
本

紀
久
子

こ
の
度
魚
冷
市
壮
年
海
外
派
泡
H
H
と

し
て
.
イ
タ
リ
ア

・
ス
イ
ス

・
西
ド
イ

ツ
・
イ
ン
ド
の
四
か
国
を
研
修
訪
問
さ

せ
て
い
た
だ
き
ま
し
た
.
各
岡
市
円
壮
年

と
の
交
流
や
彼
自
京
、
ま
た
日
本
の
紹
介

唱
す
十
二
日
間
の
セ
ミ
ナ
ー
を
終
え
、
内
同

紙
し
い
感
動
と山
県
晴
ら
し
い
充
実
悠
そ

の
ま
ま
を
報
叫
す
い
た
し
ま
す
。

美
し
い
由
H

然
を
持
つ
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
の

国
々
‘
散
々
の
教
会
や
ト
リ
凶
崎
、
ま
た
い
内

き
時
代
の
ロ
マ
ン
チ

ッ
ク
な
削
彩
を
践

す
滋
跡
.
機
上
か
ら
は
る
か
に
見
た
ス

イ
ス
の
マ
ツ
タ
1
ホ
ル
ン
、
モ
ン
プ
ラ

ン
の
白
銀
の
山
‘々
A
F

，b
強
烈
に
心
に

鈍
っ
て
お
り
ま
す
。
以
以
後
の
二
日
間
を

過
ご
し
た
イ
ン
ド
の
問
は
、
や
ま
し
い

国
民
性
は
も
と
よ
り
日
本
の

f
供
に
ぎ

わ
せ
れ
ば
人
聞
の
限
界
を
生
き
て
い
る

と
で
も
表
現
す
る
で
あ
ろ
う
か
‘
物
欲

を
せ
が
む
子
供
達
の
か
制
い
手
足
を
前

に
言
集
が
出
な
い
思
い
が
し
た
の
は
私

一
人
で
は
あ
り
ま
す
ま
い
。

長
い
間
夢
と
ロ
マ
ン
を
他
い
た
ヨ
l

ロ
Y

パ
の
旅
で
し
た
が
‘
市
庁
合
訪
問

や
現
地
ぽ
年
と
語
り
合
っ
た
西
ド
イ
ツ

を
少
し
述
べ
て
み
ま
す
。

第
二
次
大
戦
で
.小
幸
に
む
東
西
ド
イ

ツ
に
分
か
れ
‘
持
ち
前
の
勤
勉
さ
と
A
n

感
性
.
不
問
の
ド
イ
ツ
魂
で
今
日
の
繁

栄
を
築
い
た
そ
の
復
興
ぷ
り
は
め
ざ
ま

ニ
ケ

し
い
む
の
で
す
。

似
た
ち
が
訪
問
し
た

フ
ラ
ン
ク
フ
ル
ト
の
市
庁
合
に
は
ド
イ

ツ
閣
総
と
兆
に
村
の
九
が
掲
げ
ら
れ
、

特
産
の
れ
ワ
イ
ン
で
表
明
ら
し
い
歓
迎

を
会
け
志
し
た
。

以
下
似
た
ち
の
質
問
に
対
し
て
.
符

え
て
い
た
だ
い
た
こ
と
で
す
。

①
れ
叫
少
年
一
教
育
に
つ
い
て

i
lた
い
へ

ん
力
を
入
れ
て
い
ゐ
.
組
織
斤
年
を
小

心
と
す
る
間
体
的
動
と
、
民
間
同
体
や

地
万
円
的
体
等
の
巡
併
に
よ
る
余
附
地

設
で
の
未
組
織
の
的
動
が
あ
り
、
そ
れ

ぞ
れ
の
欲
ポ
や
附
心
に
総
づ
い
た
白
山

Q
N少
年
目
的
動
を
保
附
ず
る
場
は
ど
が

あ
り
ま
す
。

@
向
品
川
恥
口
付
策
、

ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
的
動

に

つ

い

て

ド

f
ツ
で
は
包
人
間
凶

は
、
川
市
本
で
取
り
上
げ
、
医
療
施
設
、

と
人
ホ
ー
ム
は
む
ち
ろ
ん
の
ニ
と
.
似

物
、
集
会
、
ダ
ン
ス
や
‘
特
別
の
老
人

新
聞
等
が
.
党
刊
さ
れ
て
い
ま
す
。
そ

の
総
川
市
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
精
神
む
チ
供
の

こ
ろ
か
ら
内
総
…
に
身
に
つ
い
て
い
る
の

で
.
い
ま
さ
ら
特
別
の
活
動
は
や
っ
て

い
ま
せ
ん
。

市
民
さ
ん
の
最
後
の
メ
ッ
セ
ー
ジ
の

山中
で
・「日
本

へ
は
数
凶
訪
問
し
縦
し
み

を
持
っ
て
お
り
、
こ
れ
か
ら
も
友
交
的

で
あ
り
た
い
‘
と
強
く
結
ぼ
れ
た
の
が

印
象
的
で
し
た
。

ま
た
凶
ド
イ
ツ
青
年
と
の
交
流
の
小

で、

結
納
式
や
古
い
慣
刷
臼
に

つ
い
て
聞

い
た
と
こ
ろ
、
位
協
家
肢
が
ほ
と
ん
ど
で
.

慣
例
む
気
に
せ
ず
.
一
結
婚
式
む
全
く
分
・

を
か
け
は
い
と
い
う
こ
と
で
す
。
反
対

に
ド
イ
ツ
の
ほ
年
か
ら
、
日
本
の

k
m

は
お
と
々
し
く
ん
本
に
こ
も
り
が
ち
で
あ

り
、
閉
山
怜
は
ビ
ジ
ネ
ス
が
終
る
と
は
ぜ

m
η
川
ぶ
で
川
局
を
飲
み
b
v
く
の
か
?
に

は

.
M
苅
笑
い
た
し
ま
し
た
。

山払
の
腕
骨
融
制
.
品
取
む
関
心
安
持
つ
食

生
活
に
ふ
れ
て
み
ま
す
。
ド
イ
ツ
料
剛
也

は
歩
ず
い
.
と
よ
く
聞
き
ま
し
た
が
、

大
味
の
肉
料
剛
町
、
胃
袋
を
は
み
出
し

n

ま
で
あ
ふ
れ
そ
う
な
じ
ゃ
が
い
む
の
批

等
そ
れ
タ
り
に
ド
イ
ツ
の
味
が
あ
っ
た

よ
う
に
思
い
ま
す
@

ド
イ
ツ
ワ
f
ン

(独
名
ヴ
ァ
イ
ン
}

は
い
砂
食
と

d
っ
て
い
い
れ
.
本
岨
婦
の哨
骨

州

%
の
中
で
味
わ

っ
た
し
.
レ
ス
ト
ラ

ン
パ
ー
ル
の
伝
ち
カ
ウ
ン
タ
ー
で
食
し

た
.
熱
々
の
九
ご
と
フ
ラ
ン
ク
フ
ル
ト

ソ
ー
セ
ー
ジ
は
、

亡心れ
ら
れ
ま
せ
ん
.

水
の
代
わ
り
に
‘
ビ
ー
ル
会
飲
む
の
も

水
質
の
.必
い
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
で
は
当
然
の

こ
と
で
し
ょ
う
。

以
上
‘
本
当
に

一
部
の
初
介
し
か
で

き
ま
ゼ
ん
が
.
セ
ミ
ナ
ー
が
終
え
た
今
、

痛
感
し
ま
す
・』
と
は
、
わ
が
日
本
凶
の

良
さ
を
弘
前
悦
し
、
あ
り
が
た
く
感
測
す

る
と
叫
ん
に
、
文
明
の
中
で
一小山
H
由
な
く

暮
ら
し
な
が
ら
‘
他
愛
タ
い

こ
と
に
騒

ぎ
、
悩
む
ぜ
い
た
く
こ
の
上
位
い
が
突

を
、
阪
維
タ
気
持
ち
で
思
い
知
ら
さ
れ

て
お
り
ま
す
。

れ
取
後
に
.
今
回
の
ぷ
附
・
り
し
い
海
外

セ
ミ
ナ
ー
で
.
た
く
さ
ん
の
万
々
と
の

心
の
ふ
れ
あ
い
、そ
し
て
散
々
の
悠
動、

何
学
に
む
か
え
ら
れ
な
い
研
修
の
州
場
合

与
え
て
く
だ
さ
い
ま
し
た
市
当
局
、
市

民
の
品
日
々
織
に
、
心
か
・
り
感
謝
山
申
し
上

げ
ま
す
。

こ
れ
を
慨
に
一
砂
前
進
し
た
地
滅
的

動
を
ぷ
し
、
ま
い
准
し
た
い
と
思
い
ま

す
。
あ
り
が
と
う
ご

g
い
ま
し
た
。

ぴをな
ゆ円目ワ、

〈に

芳-

中
央
公
民
館
で
の
生
涯
教

育
学
級
講
座
が
終
り
ま
し
た

中
央
公
民
館
・
盟主一似
事
業
の
一
つ
と
し

て
実
砲
し
て
き
ま
し
た
例
年
使
命
作
品開学

級
車
晴
曜
の
終
了
式
を
、
次
の
と
お
り
行

い
ま
す
。

マ
と
さ

3
月
凶

u川
午
後
2
時
よ
り

マ
と
こ
ろ

魚
州
市
農
協
会
館

わ
惜
お
.
当
日
は
式
終
了
後
、
出
川
吟
、

民
拙
.
戦
災
体
凶
内
コ
ー
ラ
ス
.
社
交

ダ
ン
ス
等
の
ア
ト
ラ
ク
シ
ョ
ン
の
ほ
か
.

小
級
生
の
嶋
田
さ
ん
に
よ
る
水
処
闘
、
ベ

ン瑚円乍

a.
8
巡
.
前
哨
辺
.
v
余
泊
予
の
作

品
展
を
制
時
に
行
い
ま
す
。
一

一
般
の
皆

さ
ん
の
ご
米
州
場
を
お
待
ち
し
て
お
リ
ま

す
。み

ん
な
で

「
家
庭
の
日
」
を

-hy凶河
と
も
に
健
全
な
符
少
年
を
育
成

す
る
た
め
‘
毎
月
第
三
日
悩
臼
を

「家

出
胞
の
日
』
と
定
め
、
家
桜
は
も
ち
ろ
ん

社
会
全
体
で
.
明
る
く
健
康
な
家
泌
を

つ
く
る
よ
う
、
広
く
市
民
に
川町
び
か
け

る
た
め
、
次
に
よ
り

「家
山
胞
の
日
』
時

品
川
被
滋
大
会
及
び
峰
仙
刷
会
を
開
似
し
ま

す
の
で
.
皆
さ
ん
こ
ぞ
っ
て
ご
参
加
く

だ
さ
い
。

て

と

さ

3
M月
初
日
間

午
後
l
時
却
分
よ
り

一
、
と
こ
ろ

市
役
所
三
階
大
会
議
苓

一
、
主
似
行
少
年
育
成
品川
市
市
民
会

団嶋・

市
教
育
会
只
会

一
、
内
行
各
回
m同
体
に
お
け
る

「家

山艇
の
日
」
に
附
す
る
イ
ン

タ
ビ
ュ
ー
を
も
と
に
峰
脱

会
告
開
催

。
改
革
抜
み
ん
な
で
印
刷
し
あ
お
う
。

0
・
不
快
み
ん
々
で
裂
し
み
あ
い
0
・1

0
・添
抜
み
ん
わ
地
で
h
H
を
だ
し
あ
お
う
a

(7) 
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ご
寄
付
あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
し
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選督
官怠息d

E酔
1，回
見

山
本
内
山
川
水
ブ
ー
ル

会
泣
l
i
2
G
3

ね
《

市
に
次
の
ご

W
H刊
が
あ
り
ま
し
に
6

a

敏
弘
時
-

マh
U川

什
会
制
Mm仏
日常
と
し
ご

的
小川中
山
池
町
附
叫
w
-h
u
側
絹
川
品開

た
代
炎
浜
制
帥
地
.

マ
ト
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I
社
会
制
批
民
公
と
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魚
川
巾
弘
北
山
民げ
二

.
べ

m
uw途ト
ベ

日
年
度
市
水
泳
教
室
の
開
設
決
定

/

市
総
合
体
行
帥山
本
内
川
幅
広
フ
i
dw
司

盟

md
し
く
は
.
巾
仏
総
3
川

.00η

.

1

プ
ン
二
年

nに
当
り
.
今
年
俊

も

別

ロ

リ

サ

を

ご
参

m.，、.た
さ
い

ま
た

炎
の
よ
う
に
水
泳
教
円
余
の
開
館
が
決
定

は
、
山
総
合
体
行
総

へ
と
・つ
ぞ
ι

い
た
し
ま
し
た
.

ど
‘
っ
か
.
体
力
づ
く
り
の
一

周
に
.

ニ
の
換
金
を
ご
利
用
く
・た
さ
い

な
お
、
前
年
度
の
完
納
に
町内
ら
し
.

7
月
ド
切
か
・つ
品
川
求
ま
で
け
.

ブ
ー

ル
が
泌
総
し
ま
す
の
で
.
休
講
す
る
ほ

か
は
.
年
間
を
泊
じ
て
水
泳
教
一セ
が
開

設
さ
れ
ま
す
。
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1
期
水
泳
教
室

受
講
生
募
集
/

4
Hけ
の
山中
ニ
-つ
九五
け
.
6
日
に
-人
神

小

山
行
向
へ
h
き
ま
す

M

W
札
制机
仙
沼山
駅
前
午
前
9
叫吋
に
山
花
、

、

従
ル
ヱ

-K
MW
山
ま
で
わ
き
ま
寸
-

γ

参
加
μ
引
は
.
午
前
日
時
加
分
ま
で
に
.
、

泡
叙
払川
…均
以
前
へ
お
集
ま
り
く
だ
さ
い
s
円

四

HH.白
川
参

-

~

i
l
i
l
i
a
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-j
i
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f
i
l
i
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!
・
…

・
市
民
会
館
を
も
っ
と
活
用
し
よ
う
.

…

日

は

同

州

守

二

F
2
2
5‘
県
内
で
む

・

i

b

--

l

fJ

h
p

一

ィ

ー

後

ト人

一
一
他
市
を
し
の
い
で
.

M
刷
M
刊
に
、
文
化
交

'
ロ
豆

、

‘

た

体

:

F

U

一
手

引

ー

に

い
ん

パ

ト

-

J

I

-

-侃
の
劫
と
し
て
.
又
多
目
的
ホ
ー
ル
と

ω
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4
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i
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山
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l

.
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一

色
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用
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味
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い
州

州

什

ν

刊

日

一
一

し
て
、
そ
の
削
明
快
を
与
え
設
中川
さ
れ
ま

一
叫

公

ム

刊

れ

υ
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午

川

一

体

お

ご

し
た
・

-
司

〈
J

3

7

1
公

休

刊

L

中
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・

二

J
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館

山
や
や

削げ

い
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什
州
大

小

船

リ

l

教

u
一
一

し
か
し
、
近
年
の
使
問
状
況
を
相
制
作

…

青

山
・

レ

内

川

キ

トへ

ヅ

l

行

ク

ト

ン

辺
一

一
し
て
み
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と
よ
ろ
‘
大
ホ
ー
ル
伎
町
状
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f
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，
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会

休
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リ
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シ

訓
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同

J

川
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ホ
如
刊
A
H
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会

1
テ

ホ

日

…
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況

が

低

調
で
あ
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と
い
う
仕
切
ぷ

て

一
針

ヴ

ド

いれ

〆
シ
附
叩

ス
相
同

総

日

主

日

級

・〆

日
…

一
ま
し
た
。
銚
会
主
は
、
い
ろ
ん
な
行
が

一
軒

/
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創
刊
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M
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刊

号
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二

一
の

ギ

阿

川

(

川

問

中

也

村

i
体

祈

体

滋

ト

8

一
切
令
い
こ
で

非
常
に
ひ
ん
ぱ
ん
に
使
わ
れ

一
月

λ

トへ

川

定

川

大

北

上

抗

大

本

中

剣

ア

8

二

て

い

ま
す
が
.
大
ホ
l
ル
は
.
ま
だ
ま

一3

体

測

し
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ニ
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一
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ω
川

山

川

ωω
川

川

川

川

ユ

日

一
F

だ
の
利
問
状
況
で
す
‘
し
か
も
.
定
化

一
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M

H

H

H
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一
、

覚
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と
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な
い
‘
多

H
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ホ
l
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}

1

2

4

7

H
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i
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l
i
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r
し

τの
役
加
を
卜
・
M
M

に
娘
た
す
に
あ

V
4
月
の
歩
こ
う
会

市
宅
内
川
価
水
ブ
ー
ル
で
は
.
あ
1
聞

の
水
泳
教
五
と
し
て
次
の
3
コ
ー
ス
を

ぬ
け
1
Hけ
l
H
か
う
山中
込
み
を
金
付
げ

ま
す
，
市
内
仇
位
台
俺
先
で
光
情引
船
で

締
切
リ
&悼
す
泳
げ
必
い
人
告
批
迎
し

ま
す
が
州
叫

f
コ
ー
ス
の

f
は
.
ー
品
川
以

ト
ぃ

・こ
l
」
$
ゆ
廿
uy

e

あなたとifi政をむす，"S'

比
む
を
川
円h
甘
い
令
出

で
山削
U
が
出k
，史
に
わ仙
る
ぬ
A
H
む
あ
り
手
ず
か
ら
よ

ろ
し
く
ご
了
本
く
だ
さ
い

U

1事i
4 

た
リ
.
わ
た
く
し
ど
む
の
気
づ
か
ぬ
川

川
阻
む
生
じ
て
さ
て
い
ま
す
。

そ
ニ
で

.

Aq

，
品問
.
主
り

.
M
引
の
削
刊
川

を
し
て
い
た
ど
く
た
め
に
ら
、
符
憾
の

ご
な
け見
を
.
お
よ
せ
く
だ
さ

い
。

そ
し
て
.
む

っ
と
わA
併
に
.
こ
の
地

ぷ
を
判
別
し
て
く
だ
さ
い
。

市
川氏
令
慌

の
ぬ
設
と
し
て
.
-K
ホ
ー

ル
の
ほ
か
、

悠
会

-M
6内示
.
w
u篠
山
中τ

v
a句、

如刊内全

被
館
山
セ
.
結
M
W
パ
叫喝、

式
場
附守

怜
黙
が
あ
り
ま
す
.

市
民
会
館
と
し
て
も、

財
政
的
伝
こ

と
も
あ
リ
ま
す
が
.
卜
分
y，
峨
し
.
岨
w

hM
し
て

い
さ
た
い
と
思

い
ま
す
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基
礎
体
力
づ
く
り
ス
ポ

ー
ツ
撮
興
事
難
そ
の

ω

市
の
ス
ポ
ー
ツ
似
副刊
は
.

臼
年

3
H
『帥
既
成
郎
市
一
一川

、eM
』
の
制
定
に
よ
り
‘
市

民

一
人

4

ス
ポ
ー
ツ
の
ス

ロ
ー
ガ
ン
を
絡
に
‘
市
民

の
幽
問
機
同
川
辺
、
ス
ポ
ー
ツ

の
生
的
化
を
日
術
し
待

"

の
ス
ポ
ー
ツ
行
が
が
官
応
掬

さ
れ
て
主
よ
し
た

そ
の
仕
如
来
.
市
民
の
体

拘
H
.

ス
ポ
ー
ツ
に
関
す
る

怠
議
ら
非
常
に
荷
ま
り
、

市
内
各
地
で
ス
ポ
ー
ツ
に

興
ず
る
敏
声
が
聞
か
れ
る

よ
う
に
令
り
ま
し
た
。

今
年
度
の
各
微
ス
ポ
ー

ツ
行
事
の
状
況
は
別
炎
の

と
お
り
で
す
.
市
川
氏
約
三

人
に

一
人
が
、
な
ん
う
か

の
ス
ポ
ー
ツ
合
実
践
し
℃

い
る
こ
と
に
タ
り
ま
す
が
.

し
か
し
現
実

u
.こ
の
約

J

一分
の
.
く
・ソ
い
の
人
が

ス
ポ
ー
ツ
を
実
践
し
て
い

る
と
忠
わ
れ
ま
す
.

A-1伶
.
ま
す
ま
す
市

民

一
人

a

ス
ポ
l
ヴ
』

e

u桁
し
、
だ
れ
で
ら
が
%

が
る
に
ス
ポ
ー
ツ
が
で
さ

る
よ
う
に
.
内
容
の
充
実

を
ば
か
り
よ
寸
.

表1各種事蝶の推移褒2スポーツクラブ教の推移

一一持一
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各
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状
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国

民

年

金

保

険

料

は

4
月
か
ら

月
額
星
、

Z
O円
に

鴎
民
年
金
の
保
険
料
が
、

4
月
か
・
つ

ー
か
月
に
つ
き
三
、
七
七

O
円
に
か
わ

り
ま
す
。

こ
れ
は
.
老
紛
年
金
を
は
じ
め
と
す

る
年
金
の
受
給
者
が
年
々
ふ
え
絞
け
て

お
り
.
年
金
額
む
物
悩
上
昇
に
合
わ
せ

て
ス
ラ
イ
ド
さ
れ
ま
す
の
で
.
う
け
る

年
金
を
少
し
で
も
充
災
す
る
よ
う
保
険

料
が
改
め
ら
れ
る
わ
け
で
す
。
み
な
さ

ん
の
負
拘
む
曳
く
わ
怯
り
ま
す
が
、
将
米

の
保
障
を
大
き
く
し
‘
よ
り
よ
い
年
金

を
う
け
る
た
め
の
も
の
で
す
。
な
お
付

加
保
険
料
は
、
従
米
ど
お
り
四

0
0円

で
す
。

54~手度保険料第4期

分 (1.2.3月分)の納

期は、 3月31日です。

納め忘れはないか今

一度確かめて〈ださ
、、。

国
民
年
金
の
老
齢
年
金
、

通
算
老
齢
年
金
の
「
年
金

受
給
権
者
現
況
届
」
の
提

出
指
定
日
が
か
わ
り
ま
す
。

4
月
生
ま
れ
か
ら
は
丹
生
ま
れ
の
↓り

は
、
日
年
分
の
現
況
弱
か
ら
生
ま
れ
月

の
末
日
が
徒
出
指
定
日
と
ぽ
り
ま
す
・

1
丹
生
率
れ
か
・
り
3
丹
生
ま
れ
の
万

に
つ
い
て
は
.
日
年
分
の
現
況
印
刷
は
従

来
ど
お
り
2
川
同
日
が
徒
出
指
定
日
で
.

弱
年
分
の
現
況
服
か
ら
生
ま
れ
川
の
米

"
が
健
山
山
指
定
日
と
な
り
ま
す
。

わ怯
お.附剛山札
U

年
金
、
川
円
千
年
金
等
に

つ
い
て
は
‘
従
来
ど
お
り
5
川
淵
日
が

提
出
指
定
円
で
す
。

額

胴

州

、.，，句，，

AU

q
，
-t

i
 

d-

-
今

A

叶
叫

4.
‘4j
v

・

別

問

問

川

保

は

川

1

・

の

以

州

、』
ソ

山
引

の

‘
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2司
品

，

U

険

制

分

賊

州

円

割
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今日の貸金、量かな老後

。付加保険料の人は、月額4.170円

ご
ぞ
ん
じ
で
す
か

保
険
料
の
前
納
制
度

保
険
斜
の
納
入
が
い
昨
月
や
3
か
H

川
ご

と
で
は
不
似
だ
と
い
う
お
や
.
忙
し
く

て
縦
が
伝
い
な
ど
の
方
の
た
め
に
前
納

ご
川
払
い

)
の
方
法
が
あ
り
ま
す
。

こ
の
前
納
は

『年
」
を
単
位
に
1
年

以
上
の
期
間
に
つ
い
て
で
さ
る
他
て
仰

に
な
っ
て

い
ま
す
が
、
同
年
4
川
以
降

の
保
険
料
紛
が
殿山ぼ
し
て
い
な
い
こ
と

も
あ

っ
て
.
削
叫
ル
仏
は
.
何
年

3η
ま
で

の
保
険
制
刊
に
つ
い
て
だ
け
的
納
で
さ
る

こ
と
に
む

っ
て
い
ま
す

ι

別
納
さ
れ
る
と
前
納
川
引
の
特
典
が

あ
り
ま
す
.

せ
い

せ
い
ご
利
附
く
だ
さ
い

t

前
納
の
場
合
の
保
険
料

。
定
。納
保
険
料
の
場
介

-
年
分
の
納
付
飢

凶

.h
凶
予
行

.h
卜
川

『川
引
制
千
九
卜
刊
)

。
先制削
プ
ラ
ス
付
加
保
険
制
円
の
地へ円

ー
年
分
の
納
付
額

附
万
八

f
八
いれ
一二
十
円

{訓
引
幼
子
二
い
れ
十
刊
)

fWI則1，)-の納付制lilZ.511Jll)} 

年
金
制
誠
所
は
、
毎
月

第

3
本
眼
目
に
、
市
民

相
談
宅
で
開
設
し
て
い

ま
す
が
、

今
月
の
相
級
日
は
、
幻

自
の
金
曜
日
と
な
り
ま

す
。

せ

い
ぜ

い

ご

利

用

一

く
だ

さ

い

。

「
1
11
1

e

‘
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‘
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‘
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‘.‘:4.‘
 
........ ‘.4・4・
-+‘..
 
4'+‘4.，‘4・4・，.
J

…

ね

ん

さ

ん

標

語

…

…
国
民
年
金
か
け
て
安
心
老
後
に
実
る
…

国

民

年

金

の

保

護

の
子
続
き
を

ιて
く
だ
さ
い
@

険

料

は

所

得

か

ら

笠
艇
の
脳
出
が
泌
れ
ま
け
と
保
険

料
を
納
付
す
る
と
さ
、
仙
柄
小
滋
カ
百

控

除

さ

れ

ま

す

。

タ

い
た
め
に
・
保
驚
一
が
未
納
一
に
は
る

前
年
に
納
め
た
凶
民
年
金
の
保
険
料
必
そ
れ
が
あ
り
ま
す
の
で
、
早
く
開
鳩
山

は
、
所
得
税
の
里

市

合

の
と
き

に

、

を

し
て
く
だ
さ
い
.

主

保

険

料
と
し
て
前
年
の
所
得
か
ら

ま
た
、
年
金
を
受
け
て
い
る
方
が
、

金
制
徴
除
さ
れ
ま
す

6

住
所
や
年
金
を
う
け
と
る
銀
行
や
郷
制
限

納
め
ら
れ
た
あ
な
た
自
身
の
保

険

料

同

匂

ど
の
支
払
い
嶋
所
を
変
川に
し
た
と

は
む
ち
ろ
ん
の
こ
と
.
家
紋
の
た
め
に

さ
は
、
す
ぐ
に
「
住
所
‘
支
払
織
間
変

納
め
た
唱
げ
に

つ
い
て
も
.
そ
の
令

飢

が

氏

周

」
を
従
出
し
て
く
だ
さ
い
.

説
得
か
ら
拘
除
さ
れ
.
探
知
悦
の
対
象
に

む
し
.
ニ
の
印
刷
出
が
泌
れ
ま
す
と

な
り
ま
せ
ん
。

銀
行
税
金
口
腹
へ
の
年
金
鍛
日
州
通
知
ゃ
、

制
年
1
年
間
の
保
険
料
は

創
刊
便
局
へ
の
ま
惑
が
.

A
土
錦
、
む

定
額
だ
け
の
方
三
七
、
八
九
O
内

と
の
住
所
あ
て
に
送
ら
れ
、
年
金
を
う

付
加
納
付
の
方
四
二
、
六
九

O
向

け
と
る
の
に
支
怖
が
生
じ
ま
す
の
で
.

と
は
り
手
す
。

い
く
千
H

刊
さ
を
し
て
く
だ
さ
い
。

-
作
中
川
分
を
的
仙
制
さ
れ
た
ト
力
は
、
前

一似
の
ι世相側
と
は
泌
い
ま
す
か
ら
ご
注
窓

く
だ
さ

い
。

ま
た
.
特
例
納
付
さ
れ
た
分

μ
つ
い

て
も
、
同
憾
に
品川
mwか
ら
内
除
さ
れ
ま

曹
.

住

所

や

年

金

支

払

機
関
が
変
っ
た
ら

す
ぐ
に
手
続
き
を

し
ま
し
ょ
う
。

同
氏
年
金
に
加
入
し
て
い
る
ガ
が
.

住
所
を
変
巾
に
さ
れ
た
と
き
は
‘
す
ぐ
に

市
役
所
の
凶
民
年
金
の
窓
U
で
.
住
高
川

特例j納付の締切日は

6月30日

です

。1)





⑧
⑥
⑤
⑧
 

-
高
齢
者
の
た
め
の
軽
作
業

(乞
人
の
た
め
の
明
る
い
ま
ら
惟
近

が
総
}

市
で
は
今
年
む
4
川
か
ら
お
年
市
の

・ト
γ凶切
と
飽
山
明
の

m巡
を
は
か
る
日
的
で

靴
作
業
会
実
総
し
ょ
す
.

作
業
の
内
符
は
市
の
公
共
住
物
・
公

刷
聞
の
消

M
Hほ
ぴ
門
小
む
し
り
々
ど
の

m
m

h
v

も
の
で
す
.
問
聞
は
4
バ
か
ら
叩
川

末
日
去
で
の
う
ち
.
上

-u
・
出
向
然
日

・
耐
の
U
を
除
い
て
‘
午
前
9
時
か
ら

午
後
3
時
ま
で
と
れ叫

っ
て
い

ま
す
.

作
業
に
従
下
さ
れ
た

υ
&に
応
じ
こ

謝
礼

二

日u
-
h
C
C川
}
会
.
週
間

ご
と
に
卜
，A
H
払
う
こ
と
に
々

っ
て
い
ま
す
。

巾
込
の
お
M
絡
は
.
ト山
内
に
阻
ん
で
お

ら
れ
る
渦
六
十
段
以
上
で
位
脱
な
む
々

ら
ど
れ怯
た
で
b
結
慌
で
す
.
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市
山
叫
ぷ
瓜
よ
で
、

山中
1
m
R
H
に
帥間以
凸

断
駒内
・
印

MwmkZ品川
え
て
中
込
ん
で
.
、

だ
さ
い
。
池
小
ー
と
必
め
ら
れ
た
わ
り
に
川

泌
知
内
で
ご
案
内
し
ぶ
司
.

中
込
み
の
締
切
は
、

3
川
引
け
主
ご

で
す
・
J
し
い
よ
と
は
.
山
山
U
A
A
へ

お
問
いん
N

わ
U
く
だ
3
ぃ
.

-
母
子
家
庭
の
み
な
さ
ん

へ

山
崎
大
学
・
0

作
附
小
山
へ
地
学
さ
れ

る
わ
刀
で
.ほ
ιa制
批
食
品
似
の
は同
小
山
川分
.

作
動
融
資
金
の
内
川
付
を
市
哨
H3
れ
る
k
リ

H
.

次
に

t
り
お
山叩
し
込
み
く
だ
さ
い

も
小
山川川流出山間

u

3
川
l
U

1
河
川

m
u

omり
ら
れ
る
令
制

公
之
内
的
同

一
般

""

判
別

弘
Y.uuh記
・

2

，S司、，
hva
-
-

命
姐
縄市

け
高(1

八 じ J、
r. T r 
i'J flJ i'J 

特
別
月
制

一一
万
円

一
般

H

一
万
・
九
千
円

H

特
別

H

一
万
七
千
円

山払
V

仏
大
宇

一
舵

H

二
万
じ
千
円

'

じ

ず

M
H
1
'
・
-
3
J
L
P

ド
ー

，
‘
令

u
h
q

，
一.，'''itn'

uu作Mm午
伎
は
川
新

.

.
 

h
川
以
内

ωた
だ
し
日
本
育
英
会
等
の
他
の
奨
乍

A
M制
度
と
の
併
問
は
で
き
主
ゼ
ん
の

叫
山
中
品
川
の
徒
出
先

巾
役
所
札
会
制
批
謙

へ

J
酬酬
に
つ
い
て
は
‘

一・・
山

ω子
相

ぬ
H
H

に
問
い
合
わ
ゼ
て
く
だ
さ
い

日
払

J
・N
M
M
K

公
し
仏
大
小-a贋

襲
用
水
路
の
清
掃
を

い
よ
い

t
.
0作
農
業
用
次
協
を
使
用

す
る
作
の
仰
作
期
と
タ
リ
志
し
た
.

A

て
二
て
.仏

Km前
に
は
、
充
分
な
消

M
m
e
し
ま
し
ょ
う
。

川
水
路
は
、
生
活
用
水
や
‘
海
の
漁

肌切
に
ま
で
つ
れ
叫
が
っ
て
い
ま
す
.
わ
ず

か
ん
ゴ
ミ
や
ふ
と
患
っ
て
む
、
下
流
に

わ
地
ゐ
に
つ
れ
大
変
な
誌
と
わ
泊
り
、
述

4

出世

に
タ
り
ま
寸
。
附
水
路
の樟
u
康
的
制
は
、

八
，
十
人
リ
に
行
い
‘
ゴ
ミ
や
刈
円
甲
山
宮
流
さ

な
い
よ
う
・
花
窓
し
て
く
と
さ
い
.

近
年
大
枇
の
刈
パ
ト
が
.
漁
網
に
か
か

リ
被山

RHe出
し
た
例
ら
あ
り
ま
す
.

ご
協
力
を
.
お
制
い
し
ま
4
9
.

-
審
植
用
苗
木
し
い
た
け
薗

の
あ
っ
旋

市
棉
林
組
A
H
で
は
.
次
の
よ
う
に
あ
っ

杭
似
白
川
そ
し
ょ
す
.
ι叩叫
品
々
ピ
ハ
且
W
Mは
.

3
川
何
日
ま
で
山叩
込
み
く
だ
さ
い
.

杉
肱
川

4
K

千
じ
O
円
H

凡
込
み

松
前

一
本
し
ハ

O
制
見
込
み

し
い
た
け
的

一
例

二

0
0
ι

コ
マ
人
}
一
t

ニ-hO
円

ナ
メ
コ
的

一
例

{一

O
Cむ
コ

?
と

一一
、
.
一五
O
円

し
い
た
け
符
水

(訓問
の
人
ワ
た
む

の
}

一

本

三
じ
O
刊
日
見
込
み

前
木
、
何
本
航
(五
卜
本
以
ド
)は
町

内
で
ま
と
め
て
巾
込
み
く
だ
3
い。
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ー ケ

小
込
先

t市
役
所
内
三
階
氏
林
組
合

宮
@
2
2
0
0

内
線
2
9
2
よ
で

-
安
全
な
工
事
の
た
め
の

電
線
カ
バ
ー
は
い
か
が
?

住
物
の
紛
柑
穏
や
改
築
に
M
V
な
ど
で
.

レ
ツ
カ
l
市
中
や
.
伐
材
が
、
配
芯
帥
帽
に

触
れ
ゐ
必
・
て
れ
が
あ
る
場
A
H
は
.
ね
泣

く
の
材
業
所
へ
お
知
ら
け
』
く
だ
さ
い
.

安
全
に
仁巾ド
を
し
て
い
た
だ
く
た
め

氾
線
に
カ
パ

l
e取
付
け
よ
す
.

。
巾
込
み
は
お
い
の
に

{卜
口
町
州
事
。

で
に
)
お

.mい
し
ょ

e
.

。
カ
バ
ー
の
取
付
け
叫H
川
は
無
料
で
す
.

，，
 

明白

冨
m

∞

れ

療

は

1
曾

-

.‘

.，a

・
ぷ
m

カ

‘
 

圃
曙

』

r
u・

4
2勾

-
割
安
な
電
報
で
+
目
前

ら
「
オ
メ
デ
ト
ウ
」

お
悦
い
氾
鰍
の
シ
ー
ズ
ン
と
は
り
よ

し
九

ごい
小
業
、

J
帖
脈
々
ど
の
悦
也
は
削
竹
合

が
訓
引
と
わ切り

t
f
U山注
目
指
定
』

屯
鰍
を
ご
利
川
く
だ
さ
い
.

ぽ
浅
川
折
山
ぬ
」
屯
織
は、

3
u以
前

に
い
ね
打
ら
に
々
リ
去
す
と
純
金
は

一
九

C
川
淵
引
主
に
々
り
よ
す
.

合
お

『配
述
日
出
制
定
』
氾
鰍
は
川
日
前

か
う
「
約
受
付
会
し
て
い
ま
司
.

魚
川
屯
鰍
泡
J
M

(13) 
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マニ
J

か
け
児
検
診
叫
吋
に
.
股
関
節
制
悦
3

巾

う

協

m
d安
川W
U
て
行
い
ま
す
.

V
一
一
鰻
占
ハ和
H

月
児
被
鈴

V
百
日
ぜ
き
・

ジ
フ
テ
リ
ア
・

破
傷
風
(
=
一
種
混
合
)
予
防
樟
放

置
(錬
三
回
目
)
実
施

マ

曲
川
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その(36)ふる さ と の文化財

市の人口
( 1月末現在)

自前魚津田刷稼式会主I

市の面積 200.75kr

海担軽自. 7.91<. 
t量得 数 13.004

人口(男)24.047人

(女)25.842人

tt 49.朗9人
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